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基本方針に関する事業進捗状況記入シート 

基本的な

方向性 
子どもの遊び・学び・体験機会の提供と個々の学力向上に取り組みます 

施策項目等 遊びや社会体験、文化に触れる学習の提供 

事業・施策 様々な体験を聞いたり、文化に触れる場の提供 

担当課 図書館 

担当係 児童奉仕 

トピックス 生活困窮世帯等の子どもに対する読書支援 

現在の

状況 

・生活困窮世帯等の子どもが本に触れ、読書に関心を持っていただくために何ができる

か検討するため、ほっとも（子どもの学習・生活支援事業）への見学を行った。 

昨年度、12月に開催した子どもの貧困対策職員研修後にセーフティネットコールセン

ターが募った、ほっとも見学ツアーに参加。 

・2/28に担当地域の職員 3名でほっとも高幡を訪問。中高生向けリサイクル雑誌を

10冊提供。施設内見学と絵本の読み聞かせを行い、子どもたちと一緒に時間を過ごし

た。 

 

 

今後の展開 

・今後もできれば地域担当館が出向き、読み聞かせやご希望があればリサイクル雑誌な

どを提供したい。また、図書館主催のイベントの PRなども情報提供していく。 

 

・図書館がいつでも誰でも来てもよい場所であることを、「子どもの味方スペース」リー

フレットでも PRしており、文化に触れる場所であり居場所のひとつとなれるよう発信

していく。 

 

・無料塾「すみれ塾」を訪問し、無料塾に参加する子どもたちへの支援を検討していく。 

 

 

 

 

◀ ほっとも高幡見学での 

読み聞かせの様子 


